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教
主
釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は 

 

人
の
振
舞
に
て
候
け
る
ぞ 

  

世
界
中
で
戦
争
が
止
ま
な
い

こ
と
、
ま
た
そ
の
中
に
宗
教
戦

争
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、

ま
こ
と
に
残
念
に
思
い
ま
す
。 

 

宗
教
の
中
に
は
原
理
主
義
と

い
う
立
場
が
あ
り
、
自
ら
の
正

当
性
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
排

他
的
、
独
善
的
な
考
え
方
を
持

つ
人
が
存
在
し
ま
す
。
布
教
の

為
に
は
他
者
の
生
命
を
奪
っ
て

も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
立
場
も

あ
り
ま
す
。
冷
静
に
考
え
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
立
場
は
「
お

か
し
い
」
の
で
す
が
、
自
ら
の

誤
り
に
気
付
か
な
く
さ
せ
る
危

険
性
を
宗
教
は
有
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
大
聖
人
は

四
条
金
吾
と
い
う
信
者
に
宛
て

ら
れ
た
御
手
紙
に
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
代
の
肝
心
は
法
華
経
、
法
華

経
の
修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
に

て
候
な
り
。
不
軽
菩
薩
の
人
を

敬
し
は
い
か
な
る
事
ぞ
。
教
主

釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
人
の
振 

 

舞
に
て
候
け
る
ぞ
。
穴
賢
穴

賢
。
賢
き
を
人
と
云
、
は
か
な

き
を
畜
と
い
ふ
。 

 

 

す
な
わ
ち
、
日
蓮
大
聖
人
は

不
軽
菩
薩
（
ふ
き
ょ
う
ぼ
さ

つ
）
の
如
く
「
但
行
礼
拝
（
た

ん
ぎ
ょ
う
ら
い
は
い
）
」
を
行

動
の
規
範
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
ま
す
。
そ
し
て
、
教
主

釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
「
人
の

振
舞
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

周
知
の
通
り
、
日
蓮
大
聖
人

は
諸
宗
を
激
し
く
批
判
さ
れ
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
底

に
は
他
者
を
敬
う
心
が
存
し
て

い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

 

い
か
に
教
え
が
高
邁
で
あ
っ

た
と
し
て
も
「
人
の
振
舞
」
が

粗
暴
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
か

え
っ
て
教
え
に
傷
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
当
山
に

信
仰
を
寄
せ
る
皆
様
は
、
そ
の

こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

 

（
布
教
伝
道
部
長 

佐
野
湛
要
） 

 

 
 
 

御 

案 

内 

 

御
大
事
御
本
尊
会 

日
時 

 

 
 

土
用
丑
の
日 

午
前
十
時 

 

場
所 

本
門
寺
根
源 

本
堂 

 

疫
病
退
散
の
い
わ
れ
の
あ
る
霊
験
あ
ら
た

か
な
御
大
事
御
本
尊
を
御
開
帳
し
、
樒
祓

い

に
て
皆
様
の
身
体
健

全
・
無
病
息
災
を
御
祈
念
致
し
ま
す
。
年

に

の
奉
奠

お
誘
い
合
せ

の

ご
参
詣
下
さ
い
。 

「
身
代
り
守
り
」
頒
布 

 

 
 
 
 

御
大
事
御
本
尊
御
守 

御
霊
宝
疫
病
退
散
の「
御
大
事
御
本
尊
」

を
複
写
し
、身
代
わ
り
守
り
と
し
て 

特

別
に
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
菩
提
寺
で
あ
る
末
寺
寺
院
が
窓

口
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
郵
送
で
も
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
要
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
〇
五
四
四-

五
八-

一
〇
〇
四 

五月晴れの塔中と参道 



   令和６年5月  お も す の 森              第155号      

  ２ 

 

   

当
山
は
四
月
十
三
日
、
年
中
行
事
で

あ
る
御
霊
宝
御
風
入
会
を
奉
修
し
ま
し

た
。
御
霊
宝
の
中
か
ら
十
一
点
、
埼
玉
県

本
法
寺
所
蔵
か
ら
二
点
当
日
奉
奠
し
、

厳
修
致
し
ま
し
た
。 

 

御
霊
宝
は
、
当
日
御
宝
蔵
よ
り
鈴
木

春
雄
執
事
長
、
石
川
由
緒
家
（
本
年
鍵

番
・
石
川
貴
久
氏
）
方
々
に
よ
っ
て
運
び

出
さ
れ
、
本
堂
御
宝
前
へ
と
厳
か
に
奉
奠

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
御
風
入
日
和
の
な
か
、
司
判
・

役
員
、
檀
信
徒
の
他
、
山
梨
四
部
団
参

合
わ
せ
て
約
二
百
名
の
皆
様
が
参
拝
さ

れ
、
御
霊
宝
の

数
々
を
ご
覧

に
な
ら
れ
ま

し
た
。  

 

 

法
要
の
中
で

旭

猊

下

は

「
疫
病
も
下

火
な
っ
た
今

日
、
再

び

大

勢
の
皆
様
と

お
唱
え
す
る

御
題
目
は
大

変
有
難
く
、
生
御
影
尊
様
に
も
皆
様
の

祈
り
が
届
い
た
こ
と
と
信
じ
ま
す
」と
挨

拶
を
述
べ
ら
ま
し
た
。 

 

法
要
後
、
佐
野
布
教
伝
道
部
長
よ
り

奉
奠
目
録
に
沿
っ
て
、
御
霊
宝
一
点
ず
つ

に
丁
寧
な
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

本
年
特
別
奉
奠
さ
れ
た
の
は
、
宗
祖
直

筆
本
尊
の
一
つ
で
あ
る
鉄
砲
御
本
尊
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
の
御
本
尊
は
、
昨
年
「
世

界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」に
登
録
さ
れ
、

水
力
発
電
に
も
利
用
さ
れ
、
当
山
に
関

わ
る
本
門
寺
堀(

通
称
北
山
用
水)

と

大
変
所
縁
が
深
い
と
い
う
解
説
に
、
参
詣

者
の
面
々
は
時
折
頷
い
た
り
、
皆
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
解
説

後
、お
経
が
転
読
さ
れ
る
中
、
参
詣
者
は

数
々
の
御
霊
宝
を
拝
観
し
、
鉄
砲
御
本

尊
の
前
で
は
多
く
の
方
が
じ
っ
く
り
と
そ
の

目
に
焼
き
付
け
て
い
ま
し
た
。 

 

御
霊
宝
御
風
入
会
は
毎
年
４
月
１
３

日
。
奉
奠
さ
れ
る
御
霊
宝
は
毎
年
入
れ

替
わ
り
ま
す
。
本
年
の
奉
奠
目
録
を
ご
希

望
の
方
は
寺
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

奉
奠
目
録
の
掲
載 

一
．日
蓮
大
聖
人 

生
御
影
尊 

二
．日
蓮
大
聖
人 

御
所
持
太
刀 

三
．日
興
上
人 

御
所
持
太
刀 

四
．日
蓮
大
聖
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

五
．日
蓮
大
聖
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

六
．日
興
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

七
．日
興
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

八
．日
興
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

九
．要
法
寺
十
三
世 

 
 
 

日
辰
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

十
．日
健
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

十
一
．日
健
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

十
二
．日
守
上
人
御
筆 

漫
荼
羅
本
尊 

十
三
．学
優
写
本 
六
人
立
義
廃
立
私
下 

 

※
八
と
九
は
埼
玉
本
法
寺
様
所
蔵 

 
 

御
霊
宝
御
風
入
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御宝蔵前にて御霊宝を運び出す、鈴木執事長、 
石川由緒家によって開扉される。 

山梨４部団参の皆様 熱心に御霊宝を拝観する皆様 ご挨拶される旭猊下 
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「
有う

学が
く

」と「
無む

学が
く

」 

学
ぶ
べ
き
も
の
が
残
っ
て
い
る

状

態

を
「
学
」
ま

た

は
「
有

学
」
、
学
ぶ
べ
き
も
の
が
無
く

な
っ
た
状
態
を
「
無
学
」
と
い
い

ま
す
。
通
常
私
た
ち
が
「
学
が
あ

る
」
「
無
学
で
あ
る
」
と
い
う
場

合
、
前
者
は
高
学
歴
で
よ
く
勉
強

し
て
い
る
人
の
こ
と
を
い
い
、
後

者
は
、
勉
強
し
て
い
な
い
人
、
も

し
く
は
知
識
の
な
い
人
、
と
い
う

意
味
で
こ
の
言
葉
を
使
い
ま
す

が
、
仏

教

で

こ

の
「
学
」
「
無

学
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た

時
、
意
味
合
い
は
逆
に
な
り
ま

す
。 阿

羅
漢
の
修
行
者
達
の
状
態 

法
華
経
の
会
座
に
集
ま
っ
た
阿

羅
漢
た
ち
は
、
全
て
の
欲
望
を
断

ち
切
っ
て
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
、

自
己
を
完
成
さ
せ
て
、
全
て
の
執

着
か
ら
離
れ
、
完
全
に
心
を
自
制

す
る
こ
と
の
で
き
る
状
態
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
方
々
の
お
名
前
が

こ
の
あ
と
挙
げ
ら
れ
て
い
き
ま

す
。 

 

法
華
経
の
対
告
衆
～
声
聞
衆 

ま
ず
名
前
が
挙
が
る
の
は
、
お

釈
迦
様
の
ご
在
世
の
時
の
お
弟
子

方
で
す
。
方
便
品
で
繰
り
返
し
お

名
前
が
出
て
く
る
舎
利
弗
さ
ま
、

お
盆
の
起
源
と
な
っ
た
目
連
さ
ま

を
は
じ
め
、
十
大
弟
子
と
い
わ
れ

る
お
弟
子
方
な
ど
二
十
一
人
で
、

阿
羅
漢
の
位
に
達
し
た
人
た
ち
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
単
な
説
明
を

下
の
表
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
「
学
・
無

学
」
の
お
弟
子
方
が
二
千
人
、
お

釈
迦
様
の
叔
母
で
、
乳
母
で
あ
っ

た
摩ま

訶か

波は

闍じ
ゃ

波は

提だ
い(

マ
ハ
ー
プ
ラ

ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー)
さ
ま
は
、
女

性
の
出
家
者
と
し
て
、
六
千
人
の

お
供
を
連
れ
て
に
会
座
に
い
ま
し

た
。
ま
た
、
お
釈
迦
様
が
出
家
さ

れ

る

前

の

お

后

で
、

羅
睺

ら

ご

羅ら

(

ラ
ー
フ
ラ)

尊
者

そ
ん
じ
ゃ

の
母
で
も
あ
る

耶や

輸し
ゅ

陀だ

羅ら(

ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
ー)

さ

ま
も
ま
た
、
女
性
の
出
家
者
と
し

て
、
お
供
を
連
れ
て
そ
の
会
座
に

あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
(

続
く)

 

法
華
経
に
学
ぶ 

第
二
十
二
回 

 
 

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 

阿若憍陳如 あにゃきょうじんにょ お釈迦様が共に修行した「五比丘」の1人。 
摩訶迦葉 まかかしょう 頭陀第一とも呼ばれ、仏教第二祖といわれる。 
優楼頻螺迦葉 うるびんらかしょう 拝火教祖であったが、お釈迦様に教化され弟子入り。 
伽耶迦葉 がやかしょう 優楼頻螺迦葉の末弟で、兄と共にお釈迦様に帰依した。 
那提迦葉 なだいかしょう 兄・弟、250人の弟子と共にお釈迦様に帰依した。 
舎利弗 しゃりほつ 一番優秀であったが、お釈迦様より先に亡くなる。 
大目犍連 だいもっけんれん 舎利弗の親友で、ともにお釈迦様に帰依した。 
摩訶迦旃延 まかかせんねん 仕えていた王の命でお釈迦様を招くために出家した。 
阿寃楼駄 あぬるだ 不眠により失明したが、天眼を得たといわれる。 
劫賓那 こうひんな 二十八宿中の「房星」から名前が付いた。 
憍梵波提 きょうぼんはだい 舎利弗尊者の弟子で、牛相比丘とも呼ばれた。 
離婆多 りはた 舎利弗尊者の弟とされていれる。 
畢陵伽婆蹉 ひつりょうかばしゃ バラモン出身で隠身呪術により名声を得ていた。 
薄拘羅 はくら 160歳で亡くなったため、⻑寿第一とも呼ばれる。 
摩訶拘絺羅 まかくちら 舎利弗の外叔父で、舎利弗の後に仏弟子となった。 
難陀 なんだ 摩訶波闍波提比丘尼の子でお釈迦様の異⺟弟。 
孫陀羅難陀 そんだらなんだ お釈迦様の異⺟弟。お釈迦様が覚りを得たので出家。 
富楼那弥多羅尼子 ふるなみたらにし 略称「富楼那」、十大弟子の最古参。説法第一。 
須菩提 しゅぼだい 「空の教え」を良く理解したため解空第一。 
阿難 あなん お釈迦様の従弟で、侍者として教えを一番聞いた。 
羅睺羅 らごら お釈迦様の子。人知れず修行を積んだ。 

表   
【
序
品
に
登
場
す
る
声
聞
の
一
覧
】 
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『
御
義
口
伝
』
は
、
巻
上
と
巻
下
の
二
巻
で
、

巻
上
の
巻
頭
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
、
続
い
て

「
二
百
三
十
一
箇
條
大
事
」
が
巻
上
と
巻
下
に
渡

り
ま
す
。
巻
下
の
巻
末
に
別
傳
と
し
て
、
「
廿
八

品
一
文
充
大
事
」
、
続
い
て
「
廿
八
品
悉
南
無
妙

法
蓮
華
経
事
」
の
順
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
『
御
義
口
伝
』
定
本
二
五
九
七
ー
二
六
〇
四

頁
） 

 

『
本
門
要
軌
』
で
讃
歎
と
し
て
用
い
る
文
は
、

「
廿
八
品
悉
南
無
妙
法
蓮
華
経
事
」
の
「
一
勸
發

品
」
の
結
び
（
定
本
二
七
二
七
頁
）
に
当
た
り
ま

す
。
「
廿
八
品
悉
南
無
妙
法
蓮
華
経
事
」
は
、
他

項
が
各
品
の
大
事
な
経
文
を
箇
条
し
教
説
す
る
の

に
対
し
、
当
項
は
各
品
の
要
点
を
教
説
し
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
但
し
い
ず
れ
の
項
も
、
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
に
帰
結
す
る
旨
を
教
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
又
、
勸
發
品
（
＝
『
普
賢
菩
薩

勧
発
品
第
二
十
八
』
）
は
、
法
華
経
廿
八
品
の
最

終
章
で
、
「
再
演
法
華
」
（
『
御
義
口
伝
』
定
本
二

七
二
六
頁
）
と
称
さ
れ
、
法
華
経
説
法
が
終
る

時
、
普
賢
菩
薩
が
娑
婆
世
界
に
到
り
、
佛
滅
後
に

於
て
法
華
経
の
教
え
を
得
る
法
を
願
い
、
佛
が
再

度
「
※
四
法
成
就
」
（
一
、
諸
仏
護
念
・
諸
仏
に
護

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
る
。
二
、
植
諸
徳
本
・

諸
々
の
徳
を
積
む
こ
と
。
三
、
入
正
定
聚
・
仏
と
成

る
事
を
決
心
す
る
。
四
、
発
救
一
切
衆
生
・
一
切
衆

生
を
救
う
心
を
起
こ
す
こ
と
。
）
＝
法
華
経
を
四

つ
の
要
点
に
纏
め
て
説
法
し
た
も
の
で
す
。
『
御

義
口
伝
』
中
に
於
て
も
、
経
文
同
様
に
最
終
の
結

文
に
あ
た
り
、
肝
心
要
の
要
文
と
な
り
ま
す
。 

 

本
文
の
解
説
に
入
り
ま
す
。
品
品
と
は
法
華
経

廿
八
品
、
各
品
の
初
め
に
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字

を
題
し
、
各
品
の
経
説
も
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に

帰
結
し
て
終
わ
り
ま
す
。
品
の
経
説
の
前
後
・
中

間
も
、
帰
結
す
る
処
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字

で
あ
る
と
。
つ
ま
り
は
廿
八
品
全
体
＝
序
品
～
勧

発
品
ま
で
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
初
ま
り
五
字

に
結
す
る
。
廿
八
品
中
の
各
品
が
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
七
字
に
帰
結
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
こ

れ
は
「
廿
八
品
悉
南
無
妙
法
蓮
華
経
事
」
の
題
号

に
も
付
随
し
ま
す
。
末
法
弘
通
の
要
法
は
唯
此
の

一
段
に
之
有
る
也
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七

字
。
此
等
の
心
を
失
い
要
法
に
結
ば
ず
は
不
足
の

者
也
。
日
蓮
が
本
意
を
失
う
可
し
。
日
蓮
が
弟
子

旦
那
別
の
才
覺
無
益
也
と
厳
し
く
諫
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
等
の
文
は
「
廿
八
品
悉
南
無
妙
法

蓮
華
経
事
」
の
開
文
に
付
随
し
て
お
り
ま
す
。
初

め
に
「
疏
ノ
十
二
云
ク
、
惣
シ
テ
一
経
ヲ
結
ス
ル

二
唯
タ
四
ノ
ミ
。
其
ノ
樞
柄
ヲ
撮
テ
之
ヲ
授
與

ス
。
」
（
定
本
二
七
一
五
頁
）
と
天
台
大
師
『
法

華
文
句
第
十
』
の
結
要
付
嘱
の
文
を
掲
げ
ま
す
。

次
に
具
体
的
に
「
御
義
口
伝
二
云
ク
、
一
経
ト
ハ
本

迹
廿
八
品
也
。
唯
タ
四
ト
ハ
名
用
體
宗
ノ
四
也
。
樞

柄
ト
ハ
唯
題
目
ノ
五
字
也
。
授
與
ト
ハ
上
行
菩
薩
二

授
與
ス
ル
也
。
之
ト
ハ
妙
法
蓮
華
経
也
云
云
。
此
ノ

釋
分
明
也
。
今
日
蓮
等
之
弘
通
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経

ハ
體
也
。
心
也
。
廿
八
品
ハ
用
也
。
廿
八
品
ハ
助
行

也
。
題
目
ハ
正
行
也
。
正
行
二
助
行
ヲ
攝
ス
ベ
キ

也
云
云
。
」
（
定
本
二
七
一
五
頁
）
と
説
示
さ

れ
、
法
華
経
廿
八
品
を
結
ん
だ
名
用
体
宗
の
枢
要

で
あ
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
以
外
の
余
経
は
も
ち

ろ
ん
、
法
華
経
で
あ
っ
て
も
、
題
目
五
字
は
正
行

＝
体
（
本
体
）
宗
（
精
神
）
、
廿
八
品
は
助
行
＝

用
（
功
徳
）
と
分
別
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

諸
先
師
は
題
目
五
字
＝
薬
、
廿
八
品
＝
効
能
書
と

し
、
病
人
が
薬
を
服
用
せ
ず
に
、
効
能
書
や
処
方

箋
ば
か
り
読
ん
で
も
、
病
を
療
治
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
譬
え
ら
れ
ま
す
。
妙
楽
の
釈
＝
妙
楽
大

師
の
『
法
華
文
句
記
』
で
、
「
子
父
の
法
を
弘
む

世
界
の
益
有
り
。
」
と
は
、
本
佛
の
所
化
で
あ
る

地
涌
の
菩
薩
が
本
佛
の
要
法
を
弘
め
る
こ
と
は
世

界
悉
檀
（
世
間
の
道
徳
に
則
り
佛
法
を
伝
え
る
）

の
利
益
に
か
な
う
も
の
と
説
示
さ
れ
ま
す
。
如
来

神
力
品
の
結
要
付
嘱
の
教
相
に
従
え
ば
、
子
＝
地

涌
の
菩
薩
、
父
＝
釈
尊
、
世
界
＝
上
行
菩
薩
が
応

現
す
る
日
本
国
、
益
＝
成
仏
、
法
＝
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
要
法
。
末
法
今
時
に
則
れ
ば
、
父
＝
日
蓮

大
聖
人
、
子
＝
我
々
大
聖
人
の
弟
子
旦
那
、
世
界

＝
本
化
上
行
菩
薩
の
応
現
・
日
蓮
大
聖
人
が
出
現

さ
れ
た
日
本
国
、
益
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字

七
字
を
受
持
す
る
＝
即
身
成
仏
、
法
＝
上
行
菩
薩

の
応
現
・
日
蓮
大
聖
人
か
ら
直
伝
さ
れ
た
御
題
目

に
限
る
と
い
う
意
に
な
り
ま
す
。 

（
続
く
） 

『
本
門
要
軌
』
を
読
む 

第
二
十
一
回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
教
伝
道
部
執
事 

阿
部 

和
正 

4 
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清澄寺の旭が森から

   

四

月

二

十

九

日
（
月
・
祝

日
）
、
世
間
一
般
で
は
み
ど
り
の

日
、
昭
和
の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
山
で
は
年
中
行
事
で
あ
る

本
化
垂
迹
天
照
太
神
祭
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。
重
須
太
神
社
殿
前
よ

り
歩
ま
れ
、
鈴
木
春
雄
執
事
長
の

下
、
塔
中
僧
侶
ら
が
垂
迹
堂
へ
と

昇
堂
し
、
午
前
十
時
よ
り
法
味
言

上
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

垂
迹
堂

は
、
日
興

上
人
が
七

二
八
年
前

に
重
須
の

地
を
ひ
ら

か
れ
た
際

に
、
建
立

な
さ
れ
た

三
堂
と
言

わ
れ
る
お

堂
の
一
つ

で
す
。
焼

失
し
て
永

ら
く
再
建

が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
四

十
七
世
貫
首
日
幹
猊
下
が
昭
和
五

十
三
年
に
落
慶
奉
告
が
な
さ
れ
て

よ
り
、
そ
れ
を
ご
縁
に
重
須
孝
行

太
鼓
保
存
会
を
発
足
し
、
以
来
毎

年
、
勇
壮
な
祭
典
が
行
わ
れ
る
様

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

本
年
は
五
十
名
を
越
え
る
重
須

孝
行
太
鼓
保
存
会
の
面
々
に
よ

る
、
奉
納
太
鼓
を
ご
披
露
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

鈴
木
執
事
長
は
挨
拶
で
「
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
が
大
変
厳
し
い
年
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
練
習
を

重
ね
、
今
年
は
こ
の
様
に
大
勢
の

皆
様
に
よ
る
大
変
力
強
い
奉
納
太

鼓
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
け
た
事
、
天

照
太
神
様
、
日
興
上
人
様
も
大
変

お
喜
び
に
な
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

重
須
孝

行
太
鼓
保

存
会
は
発

足
よ
り
約

四

十

八

年
、
今
な

お
熱
心
な

少
年
少
女

達
に
よ
っ

て
地
域
内

外
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
で
は
三
十
件
以
上
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
重
須
孝
行

太
鼓
に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
本
門
寺
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

重
須
婦
人
会
総
会 

 

四
月
十
二
日
に
重

須

婦

人

会

の

総

会

を
、
十
一
時
よ
り
方

丈
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
寺
庭
婦
人
会

の
皆
様
も
御
出
席
頂

き
ま
し
た
。 

 

新
役
員
の
ご
紹
介 

会 

長 

井
出
和
子
様 

副
会
長 

 
 
 

石
川
キ
ヨ
エ
様 

 
 
 

堀
内
は
る
み
様 

会 

計 

前
嶋
妙
子
様 

顧 

問 

古
谷
澄
子
様 

 
  

古
谷
澄
子
様
は
、

前
会
長
と
し
て
会
の

運
営
に
ご
尽
力
頂
き

本
山
と
し
て
も
厚
く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す
。
引
き
続
き
、
顧

問
と
し
て
お
力
添
え

頂
き
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
毎
月
二

回
の
清
掃
奉
仕
を
実

施
し
て
頂
き
大
変
助

か
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

重
須
孝
行
太
鼓
総
会 

 

四
月
十
九
日
に
重
須
孝

行
太
鼓
保
存
会
の
総
会

を
、
十
九
時
半
よ
り
方
丈

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

約
二
十
名
の
孝
行
太
鼓
の

御
父
兄
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
、
年
間
行
事
の
報

告
、
子
供
達
の
サ
ポ
ー

ト
・
夏
季
修
養
道
場
等
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
下
火

と
な
り
、
今
年
度
は
既
に

二
十
数
件
の
演
奏
依
頼
が

届
い
て
お
り
、
今
後
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
又
、
垂
迹
祭
終
了
後

に
は
年
に
一
度
の
懇
親
会

を
開
い
て
、
子
供
達
も
大

変
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
本
化
垂
迹
天
照
太
神
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇親会で賑わう太鼓メンバー 

天照太神への法味言上 
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新
寂
回
向
事
務
局
よ
り 

御
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
各
御
霊
位
の

御
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

   養
仙
坊
檀
徒 

故 

石
川 

美
子
様 

久
城
寺
檀
徒 

故 

榑
林 

輝
德
様 

久
城
寺
檀
徒 

故 

土
屋 

滋
子
様 

久
城
寺
檀
徒 

故 

齋
藤 

延
典
様 

宗
川
寺
檀
徒 

故 

籾
山 

美
佐
子
様 

宗
川
寺
檀
徒 

故 

籾
山 

ひ
ろ
み
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

宮
澤 

正
文
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

渡
井 

篤 

様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

丸
茂 

正
志
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

望
月 

花
代
様 

蓮
妙
寺
檀
徒 

故 

髙
橋 

常
子
様 

久
成
寺
檀
徒 

故 

鈴
木 

保
則
様 

東
陽
坊
檀
徒 

故 

望
月 

浩
子
様 

西
之
坊
檀
徒 

故 

竹
田 

満
雄
様 

西
之
坊
檀
徒 

故 

渡
邊 

秀
昭
様 

正
法
寺
檀
徒 

故 

清
水 

裕 

様 

養
運
坊
檀
徒 

故 

伊
藤 

伸
恵
様 

養
運
坊
檀
徒 

故 

伊
藤 

の
り
子
様 

養
運
坊
檀
徒 

故 

戸
塚 

た
か
ゑ
様 

西
之
坊
檀
徒 

故 

廣
島 

恭
子
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

吉
田 

秀
吉
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

遠
藤 

八
惠
子
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

植
松 

章
八
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

鈴
木 

英
男
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

有
賀 

有
子
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

伊
藤 

博
之
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

小
野 

光
枝
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

戸
塚 

幸
代
様 

 
 四

月
末
日
迄 

申
込
み
・
申
請
順 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
六
年
五
月 

五 
 

日 

清
家
第
七
回
忌
法
要 

九 
 

日 

北
山
中
講
話 

十 
 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

十 

四 

日 

福
岡
妙
照
寺
様
団
参 

二
十
二
日 

日
蓮
宗
韓
国
寺
院
団
参 

二
十
四
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

二
十
四
日 

参
与
会 

二
十
四
日 

司
判
会
・
大
世
話
人
会 

三 

十 

日 

本
間
俊
文
先
生
勉
強
会 

 
 令

和
六
年
六
月 

四 
 

日 

重
須
会 

門
中
参
拝 

相
模
門
中 

上
行
寺
様
～
蓮
妙
寺
様 

 
 

 
 
 
 

～
常
在
寺
様
～
本
禅
寺
様 

十 

四 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

二 

十 

日 

本
間
俊
文
先
生
勉
強
会 

二
十
七
日 

興
統
法
縁
会
宮
崎
大
会 

 

二
十
八
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

本
門
寺
の
主
な
予
定 

 
 
 
 
 

香
華
・
そ
の
他 

供
養 

市
内
北
山 

星
谷
と
み
子
様 

 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

本
門
寺
内 

重
須
婦
人
会
様 

本
山
塔
中 

寺
庭
婦
人
様 

本
門
寺
内 

石
川
由
緒
家
様 

市
内
北
山 

望
月 

正
見 

様 

静 

岡 

市 

紺
文
シ
ル
ク
様 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

興
統
法
縁
会 

第
五
支
部
総
会 

 
四
月
十
九
日
に
興
統
法
縁
会

第
五
支
部
総
会
を
十
四
時
よ
り

方
丈
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
理
事
の
改
選
期
の
為
、

当
支
部
よ
り
六
名
の
理
事
の
皆

様
が
改
め
て
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
選
出
の
結
果
は
左
記
の
通

り
。 

 

上
杉
清
文
理
事
（
再
任
） 

 

鈴
木
春
雄
理
事
（
再
任
） 

 

林 

昌
壽
理
事
（
再
任
） 

 

小
西
唯
昭
理
事
（
再
任
） 

 

森
久
寿
隆
理
事
（
再
任
） 

 

渡
邊
瑞
康
理
事
（
退
任
） 

 

佐
野
湛
要
理
事
（
新
任
） 

 
 

 

渡
邊
瑞
康
理

事
は
長
年
に
渡

り
、
法
縁
会
の

事
務
局
及
び
庶

務
理
事
を
お
務

め
頂
き
、
会
の

発
展
に
ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
。

本
山
と
し
て
も

厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
佐
野

湛
要
幹
事
長
が

新
た
に
理
事
と

し
て
任
命
さ
れ

ま
し
た
。 

 

北
山
中
学
校 

講
話 

 

五
月
九
日
、
北
山
中
講

話
が
北
山
中
学
校
体
育
館

と
本
門
寺
本
堂
に
て
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

体
育
館
で
は
三
年
生
四

十
名
、
本
門
寺
本
堂
で
は

一
年
生
四
十
名
に
、
そ
れ

ぞ
れ
北
友
学
習
の
時
間
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
京
都
へ
の
修
学
旅
行
を

控
え
た
三
年
生
に
向
け

て
、
仏
教
伝
来
や
寺
院
拝

観
の
心
得
な
ど
を
佐
野
布

教
伝
道
部
長
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。 

 

一
年
生
は
本
門
寺
の
歴

史
、
梨
の
木
の
縁
起
な
ど

を
浦
野
部
員
か
ら
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
机

に
向
か
う
勉
強
と
は
ま
た

違
っ
た
内
容
に
耳
を
傾

け
、
予
定
終
了
時
刻
を
超

え
て
も
盛
ん
に
手
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

本
門
寺
本
堂
で
、
重
須
の

歴
史
を
学
ぶ
生
徒
達 

中
学
校
体
育
館
で
仏
像
の

印
を
真
似
す
る
生
徒
達 


